
























































































































































































① ② ③ ④
工業高校 85％ 86％ 86％ 88％




























































































小学校において 2020 年（平成 32 年度）から，
中学校においては 2021 年（平成 33 年度）


































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 42 号（2017 年 11 月 17 日）
５　工業高校として質の向上
（１）インターンシップとデュアルシステムの
　　　取組
　就業体験には，インターンシップ（短期就業
体験）とデュアルシステム（長期就業体験）が
ある。
　インターンシップ（短期就業体験）について
は，平成16年度あたりから専門学科高校を皮
切りに推進，普及啓発が進み今では全県立高校
で取り組んでいる。また，各校の取り組みを推
進するため県の予算でキャリア教育サポーター
も各地区に配置され，生徒のキャリア教育の一
端を担っている。
　多くの学校で夏休みを活用したインターン
シップ体験を3日から5日程度産業現場，教育
現場等に参加し，職業観，勤労観の育成に寄与
している。また，学校によってはその体験を学
校外の学習（就業体験）として単位認定してい
る。
　デュアルシステム（長期就業体験）は全国的
にもそれぞれの都道府県が実践しているが，そ
れぞれの都道府県にその取り組みの方法には特
徴があり，それぞれおかれている状況をみなが
ら実践が行われている。本県では専門学科高校，
特に，工業高校を中心に実践が展開されてい
る。
　神奈川県の取り組み例としては，3年生の工
業専門科目「課題研究」のなかの「産業現場に
おける実習」という項目を活用し，5月から7月
の3か月間を目途に7から10回程度1週間に1
回その授業時間を活用して生徒を企業の実践現
場に派遣して指導を受ける形をとっているとこ
ろが多い。
　生徒は体験を通して自分の学んでいる内容が
産業現場でどのように活用されているのか，就
業することの大切さ等，学び取ることは多く，
実践の効果は大きかったと判断している。
　企業や大学，専門学校，職業能力開発のため
の技術高等との連携強化のため本県では平成
28年度に県立高校改革推進計画の中で「県立
高校生学習活動コンソーシアム」を打ち出した，
それを活用し，大学や企業，総合職業技術校な
どとの連携を深め，外部講師によるスポット授
業や講習，長期・短期の現場実習，高度な資格
取得，課題研究での共同研究を行うなどが考え
られる。それにより当面の施設設備の老朽化や
不足，教員の専門的な技術・技能の不足を補う。
また，工業高校や他の専門高校，総合学科高校
と共同の課題研究など，学校間連携をとおして
工業教育の充実をはかることにつながっていく
ものと考える。
（２）今後の具体的な方策 
①共通教科と専門教科の基礎・基本をしっかり
と学ばせる（主体的，対話的で深い学び（い
わゆるアクティブラーニングの視点）からの
組織的な授業改善）  
②コミュニケーション能力やプレゼンテーショ
ン能力を身に付けさせる（言語活動の充実）
③インターンシップやデュアルシステムに代表
される「体験活動・キャリア教育」への取り
組みのさらなる充実
④「資格取得や検定」への取組など技能・技術
の習得を主とした内容のさらなる充実
⑤教員の資質向上
　各校でのOJTや工業部会における取組 ，外
部との連携をとおした対応 
⑥工業高校の積極的なPR活動および地域との
連携を通した開かれた学校づくり
　産業教育フェアや親子ものづくり教室，中学
生の高校体験プログラムの充実，中学校技術家
庭科部会との連携 ，課題研究における地域貢
献に係るテーマの設定や工業系部活動による地
域貢献 
などが考えられる。
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「工業高校におけるキャリア教育と進路指導」
６　おわりに
　今まさに工業教育，工業高校の質の向上充実
と活性化が求められ，しっかりとした進路指導
とキャリア教育も重要である。それに向け各都
道府県ともに動き出しているものと思われる。
高校生全体に占める工業高校生の割合は減少傾
向にあるが，日本のものづくり産業を支えるた
めにも工業高校への期待は高まっている。「も
のづくりは人づくり」と言われるように，教育
現場が知恵を出し合い，地域産業を担う，ひい
ては日本の産業を担う人材育成にむけ，今後も
頑張って取り組んでいきたい。
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